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研究成果の概要（和文）：個人間の先制攻撃ゲームを用いた実験により、相手の攻撃力が高い場合に外集団への
攻撃が促進されるという現象は必ずしも再現されず、限定された条件でのみ生じることが示唆された。一方、新
しく開発した集団間対抗先制攻撃ゲームを用いた実験の結果、個人単位の先制攻撃と集団単位の先制攻撃の間の
相関は弱く、また、集団間攻撃に対する協力と集団内の資源を増やすための協力との間に関連が見られないこと
が示された。

研究成果の概要（英文）：Experiments using the inter-individual preemptive strike game suggested that
 the result of promoting attacks on out-group members when the opponent has more aggressive power is
 not always replicated and occurs only under limited conditions. On the other hand, experiments 
using a newly developed intergroup rivalry preemptive strike game showed that the correlation 
between individual and group preemptive attack was weak, and that there was no relation between 
cooperation for intergroup attack and cooperation to increase resources within the group. 

研究分野：進化心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
極端な例としての戦争も含む集団間葛藤問題は我々が解決すべき課題のひとつである。外集団に対する攻撃がな
ぜ、どのようにして生じるのかを理解することは集団間葛藤問題の解決にもつながると考えられる。本研究は、
これまで集団内の協力とあまり区別されずに扱われてきた集団間の攻撃がそれぞれ別の心理によって生じうる可
能性を示したこと、そして外集団への攻撃が集団内協力ほどは容易に生じないことを示した点で学術的にも社会
的にも意義ある研究だと言えるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 戦争をその極端に暴力的な例とするように、集団間葛藤は人々の生活の中で多く生じている。
集団間葛藤問題がなぜ生じるのかという問いは社会学や政治学、経済学などの幅広い学問分野
で検討されてきた。社会心理学においては内集団バイアスが集団間葛藤の原因のひとつとなり
うるとして、多くの実験研究が積み重ねられてきた。特に重要なのが最小条件集団実験 (Tajfel, 
Billig, Bundy, & Flament, 1971) である。画面上に表示される点の数を過少あるいは過多に見積も
るか、あるいはクレーの絵とカンディンスキーの絵のどちらを好むかといった些細な基準で分
けられただけの集団（最小条件集団）においても内集団バイアスが生じることが繰り返し観測さ
れている。最小条件集団にはおおよそ集団を区別する理由（ステレオタイプや集団内・集団間の
対面的な相互作用・相互依存性、過去の葛藤の歴史など）が存在しないため、内集団か外集団か
という基準のみで人々は内集団バイアスを起こしうると考えられてきた。また、最小条件集団の
内集団バイアスは学生だけでなく幅広い年代でも観察され、また、多くの文化圏でも観察される
ことから、進化的な起源についても議論されている。 
 山岸らの研究グループ (e.g., Yamagishi, Jin, & Kiyonari, 1999) は閉ざされた一般互恵性仮説 
(Bounded Generalized Reciprocity: BGR) を提唱し、内集団バイアスの進化的起源と心理メカニズ
ムに関する仮説を提示した。BGR は見知らぬ他者への利他行動を説明する進化理論のひとつで
ある、間接互恵性理論に依拠する。間接互恵性とは、見知らぬ他者に対する利他行動は、その行
動が第三者に対してポジティブな評判として共有され、人々がその評判情報をもとに利他行動
を行う相手を選別することで、進化可能となると説明する。この間接互恵性が働く範囲が「集団」
であると人々は直感的に認識していると BGR は仮定する。その上で、最小条件集団状況では、
クレー集団やカンディンスキー集団という集団の手がかりを間接互恵性の手がかりとして使用
するために内集団バイアスが生じると説明される。この BGRを支持すると知見としては、相互
作用を行う相手が参加者の所属集団を知っている場合には内集団バイアスが生じ、知らない場
合には内集団バイアスが生じないという知見が多く報告されている。 
 BGR の主張としてもうひとつ重要なものが、内集団バイアスは内集団に対する協力性として
生じ、外集団に対する攻撃性としては生じないという点が挙げられる。例えば囚人のジレンマゲ
ームによって協力行動を測定した場合、どちらの集団かわからない相手と外集団相手とで協力
率は変わらず、それらよりも内集団相手に対する協力率が高くなるというパターンが多く観察
されている (e.g., 神・山岸, 1997)。一方で、進化論的には人々が外集団攻撃も含む内集団バイア
ス傾向を持つと主張する研究も存在する (Choi & Bowles, 2007)。囚人のジレンマゲームでの非協
力を攻撃行動として解釈するのは不適切なため、攻撃行動を測定する実験パラダイムで内外集
団への攻撃率を測定する必要がある。 
コストのかかる外集団攻撃を測定するための実験パラダイムとして開発されたのが先制攻撃
ゲームである。このゲームでは参加者は相手と 2人 1組になり、元手のお金（例：500円）を実
験者から与えられた上で、パソコン画面上のボタンを押すかどうかを決める。ボタンを押すと相
手から大きな金額（例：400円）が差し引かれる可能性があるが、押した方も小さな金額（例：
100円）を支払う必要がある。お互いにボタンを押した場合は早押しで決まり、早く押した方の
ボタンが有効となり、遅い方は無効となる。制限時間（例：30秒）以内にお互いにボタンを押さ
なければ元手の金額をそのままもらって実験終了となる。この先制攻撃ゲームを用いて最小条
件集団における内集団相手と外集団相手への攻撃率を比較すると有意な差は見られないことが
示されている (Simunovic, Mifune, & Yamagishi, 2013)。一方、攻撃力の強さ（減らす金額の大き
さ）が非対称なゲームを用いた場合、相手の方が自分よりも攻撃力が強い場合において内集団相
手よりも外集団相手に対する攻撃率が高まるという結果も報告されている (三船, 2016)。つまり、
最小条件集団においても攻撃力が非対称な課題では外集団攻撃が生じる可能性が示されている
が、この研究はまだ再現研究がなされておらず、頑健な結果であるかに疑問が残っている。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は外集団攻撃が生じる要因を明らかにすることにある。攻撃力の非対称性が外
集団攻撃を生じさせるという先行研究に対して、再現実験を行って頑健性を確かめる。その上で、
相手の攻撃力が高い場合に見られた外集団攻撃がどのような心理メカニズムによって生じるの
かを 2過程モデルに基づいて検証する。無自覚・無意図的で自動的・早い処理に特徴付けられる
システム 1 の働きで外集団攻撃が生じているのであれば、認知負荷を高められた状態でも外集
団攻撃が生じるだろう。一方、意識的・自覚的で熟慮的・遅い処理に特徴付けられるシステム 2
の働きで外集団攻撃が生じるのであれば、認知負荷をかけた場合は外集団攻撃は生じなくなる
だろう。また、「攻撃力の高い外集団の人間はこちらに攻撃してくるだろう」という予測（主に
システム 2に基づく予測と考えられる）が外集団攻撃を生み出すかどうかを検証するため、外集
団攻撃の予測を検証する実験も行う。 
  
 
３．研究の方法 



（1）被験者内デザインによる追試 
攻撃力の非対称性を操作し、条件を被験者内で配置する先制攻撃ゲームを実施した。実験デザイ
ンは相手の所属集団（内集団・外集団・不明集団）と、攻撃力の非対称性（相手よりも自分のほ
うが攻撃力が高い・自分よりも相手の方が攻撃力が高い）の 2要因を独立変数とし、先制攻撃ゲ
ームのボタン押し行動を従属変数として測定した。参加者は 6 回の先制攻撃ゲームを行なった
が、各回のゲームの結果はフィードバックされなかった。また、ボタンが画面に表示される前の
30 秒間、相手の所属集団や攻撃力の非対称性情報を参加者に提示し、考える時間を設定した。
参加者は 54名であった。 
 
（2）ウェブ実験による相手の攻撃予測の測定 
場面想定法を用いて参加者を最小条件集団に分類し、攻撃力の非対称性がある先制攻撃ゲーム
において、相手がどのくらいの確率でボタンを押すと思うかを推測させた。クラウドソーシング
会社によって参加者を募集し、1212人が参加した。 
 
（3）集団対抗先制攻撃ゲームでの集団間攻撃と、公共財供給ゲームでの集団内協力との関連 
新たに集団対抗先制攻撃ゲームを開発した。例えば 10人でこのゲームを行う場合、参加者はラ
ンダムに 5 人ずつの集団に分類される。それぞれの個人は画面上に表示されるボタンを押すか
どうかを決定する。ボタン押しの結果は、内集団と外集団のどちらのほうが多くボタンを押した
のか、どれだけ早くその人数に到達したかで変わる。ボタンを押した人数が多い集団はボタン押
しが「成功」したことになり、ボタンを押しのためのコストである少額のお金がボタンを押した
人だけから差し引かれる。一方、ボタンを押した人数が少なかった集団は相手のボタン押しの被
害を受け、自身がボタンを押したかどうかにかかわらず一律に多額のお金が差し引かれる。ボタ
ンを押した人数が同数の場合、ボタンを押した人数がその人数に早く到達した集団が「勝ち」と
なり、遅く到達した集団は「負け」となり、それぞれ上記の結果になる。また、全員がボタンを
押さなければ全員が元手のお金をそのまま受け取ることができる。つまり、相手の集団に負けそ
うだと思うのならばボタンを押した方がいいが、自分の集団が勝つと思うのであれば自分はボ
タンを押さない方が良い。このように他者のボタン押しにフリーライドするインセンティブが
ある状況での外集団に対する攻撃行動を測定した。これとの関連を検討する対象として、個人単
位の外集団攻撃の指標として最小条件集団の外集団を相手とした通常の（一対一の個人間の）先
制攻撃ゲームと、他の外集団攻撃の指標として集団間囚人のジレンマ・差の最大化ゲーム (IPD-
MD)、集団内協力の指標として公共財供給ゲームを実施した。研究 3-1では集団対抗先制攻撃ゲ
ームと個人間先制攻撃ゲーム、公共財供給ゲームを実施し、研究 3-2では集団対抗先制攻撃ゲー
ムと IPD-MD、公共財供給ゲームを実施した。 
 
（4）「盗む」フレームを操作した集団間囚人のジレンマ・差の最大化ゲーム (IPD-MD) 
外集団攻撃の進化的期限を説明する共進化モデル (Choi & Bowles, 2007) に基づき、外集団への
攻撃が内集団にとっての利益になるというフレームを付与した集団間囚人のジレンマ・差の最
大化ゲーム (IPD-MD) を実施した。実験は 2 つ行なったが、手続きは同一であった。参加者は
ひとつの集団の人数が 3 人から 5 人になるように、二つの集団のうちのひとつの集団にランダ
ムに分類され、元手の中からいくらを手元に残し、いくらを集団内プールに投資し、いくらを集
団間プールに投資するかを決定した。集団内プールに投資した金額は 2 倍にされて内集団成員
に平等に分配された。集団間プールに投資した金額も 2 倍にされてない集団成員に平等に分配
されたが、投資した金額と同額が外集団成員から差し引かれた。このとき、「盗む」フレーム条
件では外集団成員から差し引いた金額が投資金額に上乗せされることで、集団間プールの投資
金額の 2倍の金額が内集団成員に分配されると説明された。一方、統制条件では実験者が投資金
額と同額を上乗せすることで、集団間プールの投資金額の 2 倍の金額が内集団成員に分配され
ると説明された。この IPD-MDを一回だけ行なった。研究 1では 73人が、研究 2では 107人が
実験に参加した。 
 
４．研究成果 
（1）攻撃力に依存しない外集団攻撃 
相手の所属集団（内集団・外集団・不明集団）と攻撃力非対称性（自分が強い・自分が弱い）を
独立変数とした一般化線形混合モデルを用いた分析を行ったところ、所属集団と攻撃力のそれ
ぞれの主効果が有意となった。非対称性に関しては、自分が弱い時の方が強い時よりも攻撃を行
う傾向が見られ、これは先行研究で見られた結果と一貫していた。所属集団に関しては外集団の
攻撃率が内集団の攻撃率を上回る傾向が見られたが、最も攻撃率が高いのが不明集団の場合で
あった。また、不明集団と内集団との間には有意な差が認められたが、不明集団と外集団、内集
団と外集団との間には有意な差は認められなかった。したがって、外集団攻撃が生じたとは解釈
しにくい。実験では相手の情報出してから本番まで待たせており、これによってシステム 2が働
きやすくなり、外集団攻撃が抑制された可能性も考えられる。 
 
（2）攻撃予測における外集団バイアス 
相手の所属集団（内集団 or 外集団）と攻撃力の非対称性（自分不利・同等・自分有利）と回答



順序（推測が先 or 行動選択が先）を独立変数とし、相手がボタンを押してくると思う確率を従
属変数とした分散分析の結果、相手の所属集団の主効果のみが有意であった。これは、相手が内
集団の場合よりも外集団の場合に、より高い確率で「相手はボタンを押してくるだろう」と予測
していたことを示している。行動の意図を従属変数とした同様の分散分析の結果、所属集団と回
答順序の交互作用効果が有意であり、最初に行動意図を測定した場合にのみ、外集団に対して内
集団よりも高い攻撃意図が見られた。これらの知見は、攻撃予測における外集団バイアスを示す
結果であると同時に、先行研究とは一貫しない結果でもある。攻撃力の非対称性が存在する場合
にのみ見られた外集団攻撃が、相手の攻撃の推測から生じたのか否かに関しては結論を保留し
た方がよい結果だと言えるだろう。 
 
（3）集団間攻撃と集団内協力の独立性 
研究 1の結果、集団対抗先制攻撃ゲームと個人間の外集団に対する先制攻撃との間には r = .329
の有意な正の相関が見られた。また、個人間の外集団に対する先制攻撃と公共財供給ゲームでの
集団内協力との間には r = - .241の有意な負の相関が見られた。一方、集団対抗先制攻撃ゲーム
と公共財供給ゲームの間の相関は r = - .007とほぼ無相関の値が見られた。 
研究 2の結果、IPD-MDの集団内プールへの投資（集団内協力）は、その 3年前および 5年前に
実施した公共材供給ゲームでの投資（集団内協力）と r = .569および r = .542という高い正の相
関を示した。一方、IPD-MDの集団間プールへの投資（集団間攻撃）は 3年前および 5年前に実
施した公共材供給ゲームでの投資（集団内協力）と r = - .034および r = .026といずれもほぼ無相
関の値を示した。集団対抗先制攻撃ゲームでの外集団攻撃との相関は、3年前および 5年前に実
施した公共材供給ゲームでの投資（集団内協力）とは r = - .031および r = - .043とほぼ無相関の
値を示した。また、集団対抗先制攻撃ゲームでの外集団攻撃と IPD-MDの集団内プールへの投資
との相関は r = - .095、集団間プールへの投資との相関は r = .080と、こちらもほぼ無相関の値を
示した。これらの結果は、集団間の攻撃傾向と集団内の協力傾向が独立の現象であることを示し
ており、共進化モデルの予測を支持しない結果である。 
 
（4）フレーム非依存的な外集団攻撃の不在 
IPD-MDを用いた 2つの実験研究の結果 (Figure 1)、まず、集団間プールへの投資額に対するフ
レームの効果は見られなかった。研究 2において、盗むフレームが集団内プールへの投資額を有
意に高めたが、研究 1 では集団内プールへの投資額に関してもフレームの効果は見られなかっ
た。また研究 1でも研究 2でも、フレーム条件にかかわらず、集団間プールへの投資額は集団内
プールへの投資額を有意に下回った。これらの結果は、内集団の利益を増やすというフレームを
用いても、外集団攻撃が生じない可能性を示している。この研究はMifune (2022) として Scientific 
Reports誌に掲載された。 
 

 
（5）その他 
その他にも、以下の研究を論文化した。すなわち、最小条件集団における一回限りの先制攻撃ゲ
ームでは内集団バイアスが生じないこと (Mifune, Simunovic, & Yamagishi, 2017)、国籍カテゴリ
ーを用いた場合に相手国のステレオタイプに応じて先制攻撃の内集団バイアスが生じること 
(Jing, Gries, Li, Strivers, Mifune, Kuhlman, & Bai, 2017)、社会的支配志向性の個人差が集団間葛藤
の宥和を阻害すること (Mifune, Inamasu, Kohama, Ohtsubo, & Tago, 2019)、攻撃行動の一種である
罰行動は集団内ではネガティブに評価され、個人間ではポジティブに評価されること (Mifune, 
Li, & Okuda, 2020)、病原性への脆弱性が内集団バイアスに影響するとの知見にはまだ未解明な部
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分が残っていると指摘するレビュー (Imada & Mifune, 2021)、などである。 
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